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時
間
外
規
制
の
上
限
規
制
が
導
入 

こ
の
４
月
か
ら
建
設
、
物
流
・
運
送
、
医

療
の
業
界
で
も
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

導
入
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
で
生
じ
る
諸
問
題

が
２
０
２
４
年
問
題
と
し
て
話
題
に
な
っ
て

い
る
。 

そ
も
そ
も
、『
長
時
間
労
働
』
が
過
労
死

や
労
災
事
故
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
働
き
方
改
革
で
も
そ
の
是
正
は
重
要
課

題
と
さ
れ
、
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間

の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
２
０
１
９
年

か
ら
導
入
さ
れ
た
（
大
企
業
。
中
小
企
業
は

２
０
２
０
年
か
ら
）
。
た
だ
、
建
設
、
物

流
・
運
送
、
医
療
の
業
界
で
は
、
長
時
間
労

働
が
常
態
化
し
て
実
態
と
大
き
く
か
け
離
れ 

      

て
い
た
こ
と
か
ら
５
年
間
先
延
ば
し
に
さ
れ

た
の
だ
が
、
よ
う
や
く
導
入
と
な
っ
た
。
ま

ず
も
っ
て
、『
長
時
間
労
働
』
は
是
正
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
を
履
き
違
え
て
は
な

ら
な
い
。 

 

建
設
業 

原
則
月
45
時
時
間 

建
設
業
で
は
、
時
間
外
労
働
は
原
則
月

45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
（
例
外
的
に
年

７
２
０
時
間
）
ま
で
と
な
っ
た
。
た
だ
、
建

設
業
で
は
施
主
か
ら
の
発
注
が
あ
っ
て
初
め

て
仕
事
が
発
生
し
、
受
注
し
た
元
請
業
者
か

ら
下
請
・
孫
請
が
さ
れ
る
実
態
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
工
期
の
決
定
や
工
事
諸
費
用
の
決

定
が
発
注
者
や
元
請
業
者
の
意
向
に
左
右
さ

れ
や
す
く
、
工
期
の
し
わ
寄
せ
が
あ
れ
ば
現 

      

場
で
長
時
間
労
働
と
な
り
や
す
い
。
し
か
し
、

長
時
間
労
働
等
が
放
置
さ
れ
れ
ば
重
大
な
労

災
事
故
な
ど
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
国
交

省
で
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
し
て
お

り
、
週
休
２
日
の
確
保
や
適
正
な
工
期
で
の

受
注
、
適
正
な
単
価
の
決
定
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
元
請
事
業
者
や
発
注
者
も
含
め
た
業
界

全
体
で
長
時
間
労
働
の
是
正
に
積
極
的
に
取

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

物
流
・
運
送
業
界 

年
９
６
０
時
間 

物
流
・
運
送
業
界
の
自
動
車
運
転
者
に
つ

い
て
は
、
時
間
外
労
働
が
年
間
９
６
０
時
間

ま
で
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
ト
ラ
ッ
ク
、
タ

ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
、
バ
ス
な
ど
業
態
ご
と

に
状
況
が
異
な
る
た
め
『
改
善
基
準
告
示
』

 



◆時の動き 
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が
設
け
ら
れ
、
拘
束
時
間
（
休
憩
や
仮
眠
の

時
間
も
含
む
始
業
か
ら
終
業
ま
で
の
時
間
）

や
休
息
時
間
（
終
業
時
刻
か
ら
次
勤
務
の
始

業
時
刻
ま
で
の
時
間
。
イ
ン
タ
ー
バ
ル
）
の

規
制
が
さ
れ
て
い
る
。 

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
労
働
統
計
を
み
れ
ば
、

全
産
業
平
均
と
比
べ
年
間
総
労
働
時
間
が
大

型
ト
ラ
ッ
ク
で
４
３
２
時
間
、
中
小
型
で
３

７
２
時
間
長
い
の
に
、
年
間
所
得
額
は
逆
に

大
型
で
約
５
％
、
中
小
型
で
約
12
％
も
低

い
。
労
働
時
間
が
長
い
の
に
低
賃
金
な
の
で

あ
る
。
ま
た
、
長
時
間
労
働
に
な
る
理
由
と

し
て
、
①
長
時
間
の
荷
待
ち
、
②
荷
渡
し
時

の
サ
ー
ビ
ス
作
業
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
対
応
改
善
に
は
荷
主
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
。
標
準
的
な
運
賃
設
定
に
よ
る
賃
金
の

確
保
や
荷
待
ち
荷
渡
し
時
の
対
応
改
善
な
ど

が
、
荷
主
を
含
む
業
界
全
体
と
し
て
求
め
ら

れ
る
。 

タ
ク
シ
ー
や
ハ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
、
時

間
外
労
働
の
上
限
の
ほ
か
、
改
善
基
準
告
示

で
拘
束
時
間
や
勤
務
間
の
休
息
時
間
の
改
善

が
な
さ
れ
た
。
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
も
業

界
全
体
と
し
て
低
賃
金
化
が
進
ん
で
お
り
、

今
ま
で
も
規
制
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
働
く
労
働
者

が
多
数
い
た
。
単
に
拘
束
時
間
等
を
規
制
す

る
だ
け
で
は
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
が
一
層

進
む
だ
け
で
あ
る
。
労
働
時
間
を
短
く
し
て

も
生
活
に
必
要
な
賃
金
が
確
保
で
き
る
よ
う
、

賃
金
体
制
の
見
直
し
な
ど
労
働
環
境
整
備
が

欠
か
せ
な
い
。 

 

勤
務
医 

年
９
６
０
時
間 

医
療
業
界
の
場
合
、
勤
務
医
の
時
間
外
労

働
は
休
日
労
働
含
め
年
９
６
０
時
間
が
上
限

と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
救
急
医
療
や
臨

床
・
専
門
研
修
、
地
域
医
療
の
確
保
の
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
時
間
外
労
働
が
年
１
８
６

０
時
間
上
限
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
医
師
に

は
法
律
で
診
察
義
務
、
治
療
義
務
が
あ
る
が
、

だ
と
し
て
も
過
労
死
ラ
イ
ン
の
月
80
時
間

を
は
る
か
に
超
え
る
時
間
外
労
働
が
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。
し
か
も
、

夜
間
の
当
直
医
の
場
合
、
そ
の
拘
束
時
間
の

大
部
分
が
労
基
署
の
認
定
に
よ
り
労
働
時
間

で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
疑
問
で

あ
る
。
医
師
に
つ
い
て
も
労
働
環
境
の
改
善

は
必
須
で
あ
る
。 

（
そ
う
だ 

け
ん
じ
） 


